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今
回
の
担
当
は
、採

用
５
年
目
の
中
礼
消

防
士
。現
在
、第
３
中

隊
第
２
小
隊
員（
予

防
係
）と
し
て
、現
場

活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
美
味
し
く
出
来

上
が
り
ま
し
た
。
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文
化
財
防
火
デ
ー

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
1
1
9
番
へ
の

自
動
発
信
機
能
に
関
す
る
注
意

　文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和
24
年
1
月
26
日
に
現
存
す
る
世
界
最
古
の
木
造
建
築
物

で
あ
る
法
隆
寺
で
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
文
化
財
を
火
災
・
震

災
そ
の
他
の
災
害
か
ら
守
る
と
と
も
に
、
日
本
国
民
の
文
化
財
愛
護
思
想
の
高
揚
を
図

る
目
的
で
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
管
内
各
町
村
に
お
い
て
も
毎
年
防
火
訓
練
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
久
米
治
頼
神
社
（
多
良
木
町
）
、
城
泉
寺
（
湯
前
町
）
、
生
善
院
猫
寺

（
水
上
村
）
、
谷
水
薬
師
堂
（
あ
さ
ぎ
り
町
）
に
お
い
て
防
火
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
関
係
者
や
地
域
の
方
々
も
訓
練
に
参
加
さ
れ
、
火
災
発
生
時
に
お
け
る
一
連
の
動

き
に
つ
い
て
再
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
文
化
財
は
歴
史
や
文
化

を
正
し
く
理
解
す
る
上
で

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

国
民
共
有
の
貴
重
な
財
産

で
す
。

　
様
々
な
災
害
か
ら
文
化

財
を
守
り
、
後
世
に
伝
え

て
い
く
た
め
に
、
歴
史
的

遺
産
を
大
切
に
保
護
し
、

住
民
の
皆
様
も
身
近
に
あ

る
文
化
財
の
保
護
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　近
年
発
売
さ
れ
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
は
、
自
動
車
衝
突
事
故
等
に
伴
う
衝
撃
を
検

出
し
、
自
動
で
緊
急
通
報
を
発
信
す
る
機
能
が
搭
載
さ
れ
、
初
期
設
定
で
こ
の
機
能
が

有
効
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
車
の
激
し
い
衝
突
事
故
が
起
き
た
と
き
以
外
に
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
落
下
や
転

倒
の
衝
撃
に
よ
っ
て
１
１
９
番
に
自
動
で
発
信
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

誤
発
信
の
場
合
は

〇
電
話
を
切
ら
ず
に
「
間
違
え
た
」
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

〇
誤
っ
て
電
話
を
切
っ
て
し
ま
っ
て
も
、
確
認
の
た
め
、
す

　
ぐ
に
消
防
機
関
か
ら
折
り
返
し
の
連
絡
が
あ
り
ま
す
。
そ

　
の
場
合
は
、
必
ず
電
話
に
出
て
救
急
車
や
消
防
車
が
必
要

　
か
ど
う
か
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

消
防
め
し
！

湯前町消防団と合同で中継訓練と消火活動訓練を行う
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消
防
署
で
は
、
当
番
制
で
晩
御
飯
を
作
り
ま
す
。
多
い
時
で
は

14
人
分
を
１
人
で
準
備
し
ま
す
。
職
員
が
食
べ
て
い
る
消
防
め
し

を
少
し
ず
つ
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。



　
令
和
５
年
５
月
８
日
（
月
）
か
ら
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
感
染
症
法
上
の
位

置
付
け
の
変
更
が
行
わ
れ
「
２
類
相
当
か
ら
５

類
」
へ
。
感
染
症
対
策
は
「
個
人
の
選
択
を
尊

重
し
、
自
主
的
な
取
組
を
ベ
ー
ス
と
し
た
も

の
」
に
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ

の
転
換
期
に
コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
を
振
り
返
り

ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
出
現
し

て
、
救
急
現
場
が
一
変
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
救
急
活
動
は
、
自
分
が
感
染
し
て
し
ま
う
リ

ス
ク
、
救
急
搬
送
後
に
帰
署
し
て
か
ら
残
留
し

て
い
る
隊
員
に
感
染
さ
せ
る
リ
ス
ク
、
さ
ら

に
、
帰
宅
後
に
家
族
へ
感
染
さ
せ
る
リ
ス
ク
が

あ
り
、
常
に
不
安
を
抱
え
な
が
ら
の
活
動
で
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
と
比
べ
、
活
動
す
る
際
の
装

備
や
車
内
の
消
毒
・
除
染
作
業
は
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。

　
救
急
小
隊
長
と
し
て
徹
底
し
た
感
染
防
止
対

策
を
行
う
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
流
行
時
の
出
動
準
備
か
ら
搬
送
後
の
手
順
ま

で
を
示
し
た
上
球
磨
消
防
本
部
独
自
の
救
急
活

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
期
間
が
長
か
っ
た
と
い
う
印
象
で

す
。
新
興
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
世
界

的
に
も
初
め
て
で
、
前
例
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
当
本
部
と
し
て
も
、
国
や
県
の
指
針
等
を

確
認
し
な
が
ら
一
つ
一
つ
考
え
て
様
々
な
こ
と

に
対
処
し
ま
し
た
。
業
務
に
つ
い
て
は
ウ
ェ
ブ

会
議
の
導
入
や
、
感
染
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
救

急
小
隊
主
導
の
も
と
に
変
更
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
を
振
り
返
る

救急搬送の様子

Web会議の様子

救急小隊長
坂本 直紀

　
業
務
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
予
算
に
つ
い

て
は
、
構
成
町
村
の
ご
理
解
の
も
と
に
十
分
に

措
置
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
オ
ゾ

ン
発
生
装
置
や
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
、
ま
た
、
救

急
業
務
に
必
要
と
す
る
感
染
症
対
策
品
と
い
え

る
も
の
は
、
必
要
十
分
な
量
を
整
備
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
職
員
が
感
染
し

た
場
合
等
の
休
暇
の
取
得
方
法
が
正
当
な
も
の

で
あ
る
か
の
確
認
作
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
は
、
消

防
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
出
動
体
制
・
勤
務
人
数
の
維
持
に
は
大
変

苦
慮
し
ま
し
た
。
感
染
者
や
濃
厚
接
触
者
が
発

生
す
る
と
、
休
み
の
職
員
や
毎
日
勤
務
者
か
ら

の
応
援
、
活
動
に
必
要
な
資
格
を
持
つ
職
員
の

配
置
な
ど
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
分

署
閉
鎖
や
最
低
勤
務
人
員
・
出
動
体
制
の
縮
小

な
ど
も
考
慮
し
て
い
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
当

組
合
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
な
く
、
感
染
者
や
濃

厚
接
触
者
の
休
み
が
そ
れ
ほ
ど
重
な
ら
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
通
常
の
勤
務
人
員
を
維
持
し

て
の
勤
務
体
制
が
確
保
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
新
た
な
感
染
症
が
発
生
し
た
場
合
、

迅
速
に
初
動
態
勢
を
整
え
、
感
染
対
策
を
実
施

し
、
来
た
る
大
災
害
に
備
え
B
C
P
（
事
業
継

続
計
画
）
の
見
直
し
と
強
化
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

消防署長
犬童  宏

総務課長
池末 光春

通信指令課長
(前警防課長）
岩野 昌英

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

上
球
磨
消
防
署
管
内
の
統
計
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感染症対策品等

火災・救急・救助は
☎１１９
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　公表制度とは、建物を利用する方が、自ら火災危険性に関する情報を入手し、安心して
建物を利用できるよう、促すものです。

1.公表の対象となる建物
　飲食店、物品販売店、旅館など不特定の人が出入りする建物（複合用途も含む）や、病
院、社会福祉施設など一人で避難することが難しい方が利用する建物です。

2.公表の対象となる消防法令違反
　建物に義務付けられた消防用設備等（屋内消火栓設備、スプリンクラー設備又は自動火
災報知設備）が設置されていない重大な消防法令違反です。

3.公表する内容

　重大な消防法令違反の大半は、建物の増改築や接続、用途の変更などが原因で発生して
います！
　知らない間に消防法令違反にならないためも、上球磨消防本部予防課（0966－42－3184）
まで、事前協議をお願いします。

①建物の名称 ②建物の所在地 ③法令違反の内容

【屋内消火栓設備】 【スプリンクラー設備】 【自動火災報知設備】

米本　宗徳　氏
～経歴～
1965年1月生まれの58歳
2007年水上村議会に初当選
　　　　(現在5期目）
2019年当消防組合議会議員
　　　　(現在に至る）

～抱負～
　地域住民の皆様が安心し
て生活できるよう、議会と執
行部で協力していきます。

消防組合議員名簿
　　(令和5年5月30日～)
　　　　※議席順に記載

１　橋本　誠【副議長】
　　（あさぎり町）
２　森山　宏
　　（湯前町）
３　落合　健治
　　（多良木町）
４　岩本　恭典
　　（あさぎり町）
５　豊永　好人
　　（多良木町）
６　永井　英治
　　（あさぎり町）
７　米本　宗徳【議長】
　　（水上村）

県
南
４
消
防
本
部
に
よ
る

土
砂
災
害
を
想
定
し
た
合
同
訓
練

上
球
磨
消
防
組
合
議
会
　
第
17
代
議
長
に

　
　
　
　
　
　
　
　
米
本
　
宗
徳
　
氏
　
就
任

む
　
ね
　
の
　
り

　
令
和
４
年
12
月
14
日
（
水
）
、
熊
本
県
の
南
部
に
隣
接
す
る
、
八
代
、
水
俣
芦
北
、

人
吉
下
球
磨
、
上
球
磨
の
県
南
４
消
防
本
部
合
同
で
、
近
年
各
地
で
発
生
し
て
い
る
大

規
模
土
砂
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
熊
本
県
消
防
相
互
応
援
協
定
に
基
づ
く
応
援
要
請
か
ら
集
結
ま
で
の
確

認
、
実
働
訓
練
と
し
て
重
機
を
使
用
し
た
救
出
訓
練
及
び
ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し
た
情
報

収
集
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
近
隣
消
防
本
部
と
の
合
同
訓
練
を
重
ね
、
災
害
現
場
に
お
け
る
隊
員
間
の
連

携
や
活
動
時
の
共
通
認
識
を
図
り
な
が
ら
、
い
か
な
る
災
害
に
も
安
全
迅
速
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
度
、
令
和
５
年
５
月
30
日
開
催
の
第
一
回
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
上
球
磨
消

防
組
合
議
会
議
長
を
拝
命
し
ま
し
た
、
水
上
村
議
会
選
出
の
米
本
宗
徳
で
ご
ざ
い
ま

す
。
身
に
余
る
光
栄
で
は
あ
り
ま
す
が
、
与
え
ら
れ
た
職
務
の
重
要
性
を
考
え
ま
す

と
、
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
今
の
自
然
災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
ど
ん
な
災
害
が
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
住

民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る
防
災
体
制

の
確
立
と
消
防
力
の
強
化
に
向
け
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
住
民
の
皆
様

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

公表

重大な消防法令違反
がある建物を する制度とは？

ドローンを操縦する隊員

土砂を人力と重機で排出する隊員

火災・救急・救助は
☎１１９
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新型コロナウイルス感染症
令和5年5月8日以降、5類感染症へ移行
新型コロナウイルス感染症
令和5年5月8日以降、5類感染症へ移行

　
今
回
の
担
当
は
、採

用
５
年
目
の
中
礼
消

防
士
。現
在
、第
３
中

隊
第
２
小
隊
員（
予

防
係
）と
し
て
、現
場

活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
美
味
し
く
出
来

上
が
り
ま
し
た
。
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文
化
財
防
火
デ
ー

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
1
1
9
番
へ
の

自
動
発
信
機
能
に
関
す
る
注
意

　文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和
24
年
1
月
26
日
に
現
存
す
る
世
界
最
古
の
木
造
建
築
物

で
あ
る
法
隆
寺
で
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
文
化
財
を
火
災
・
震

災
そ
の
他
の
災
害
か
ら
守
る
と
と
も
に
、
日
本
国
民
の
文
化
財
愛
護
思
想
の
高
揚
を
図

る
目
的
で
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
管
内
各
町
村
に
お
い
て
も
毎
年
防
火
訓
練
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
久
米
治
頼
神
社
（
多
良
木
町
）
、
城
泉
寺
（
湯
前
町
）
、
生
善
院
猫
寺

（
水
上
村
）
、
谷
水
薬
師
堂
（
あ
さ
ぎ
り
町
）
に
お
い
て
防
火
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
関
係
者
や
地
域
の
方
々
も
訓
練
に
参
加
さ
れ
、
火
災
発
生
時
に
お
け
る
一
連
の
動

き
に
つ
い
て
再
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
文
化
財
は
歴
史
や
文
化

を
正
し
く
理
解
す
る
上
で

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

国
民
共
有
の
貴
重
な
財
産

で
す
。

　
様
々
な
災
害
か
ら
文
化

財
を
守
り
、
後
世
に
伝
え

て
い
く
た
め
に
、
歴
史
的

遺
産
を
大
切
に
保
護
し
、

住
民
の
皆
様
も
身
近
に
あ

る
文
化
財
の
保
護
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　近
年
発
売
さ
れ
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
は
、
自
動
車
衝
突
事
故
等
に
伴
う
衝
撃
を
検

出
し
、
自
動
で
緊
急
通
報
を
発
信
す
る
機
能
が
搭
載
さ
れ
、
初
期
設
定
で
こ
の
機
能
が

有
効
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
車
の
激
し
い
衝
突
事
故
が
起
き
た
と
き
以
外
に
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
落
下
や
転

倒
の
衝
撃
に
よ
っ
て
１
１
９
番
に
自
動
で
発
信
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

誤
発
信
の
場
合
は

〇
電
話
を
切
ら
ず
に
「
間
違
え
た
」
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

〇
誤
っ
て
電
話
を
切
っ
て
し
ま
っ
て
も
、
確
認
の
た
め
、
す

　
ぐ
に
消
防
機
関
か
ら
折
り
返
し
の
連
絡
が
あ
り
ま
す
。
そ

　
の
場
合
は
、
必
ず
電
話
に
出
て
救
急
車
や
消
防
車
が
必
要

　
か
ど
う
か
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

消
防
め
し
！

湯前町消防団と合同で中継訓練と消火活動訓練を行う
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消
防
署
で
は
、
当
番
制
で
晩
御
飯
を
作
り
ま
す
。
多
い
時
で
は

14
人
分
を
１
人
で
準
備
し
ま
す
。
職
員
が
食
べ
て
い
る
消
防
め
し

を
少
し
ず
つ
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

火災・救急・救助は
☎１１９
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